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議事日程（第１号） 

日程第 １ 議案第 ５号  熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 

日程第 ２ 議案第 ６号  あさぎり町救護施設あり方検討委員会条例の制定について 

日程第 ３ 議案第 ７号  あさぎり町会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の 

              制定について 

日程第 ４ 議案第 ８号  あさぎり町課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５ 議案第 ９号  令和4年度あさぎり町一般会計補正予算（第2号）について 

日程第 ６ 議案第１０号  令和4年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 

日程第 ７ 議案第１１号  令和4年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第1号）について 

日程第 ８ 議案第１２号  令和4年度あさぎり町水道事業会計補正予算（第1号）について 

日程第 ９ 議案第１３号  令和4年度あさぎり町下水道事業会計補正予算（第1号）について 

日程第１０ 議案第１４号  令和4年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算（第1号）について 

日程第１１ 議案第１５号  令和4年度球磨郡介護認定審査事業特別会計補正予算（第1号）について 

日程第１２ 議案第１６号  旧深田中学校校舎等解体工事請負契約の締結について 

日程第１３ 報告第 ４号  令和3年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第１４ 報告第 ５号  令和3年度事故繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第１５ 報告第 ６号  令和3年度あさぎり町水道事業特別会計予算繰越計算書の報告について 

日程第１６ 発議第 ４号  食料安全保障予算の新設を求める意見書について 

日程第１７ 広報調査特別委員会委員の辞任について 

日程第１８ 広報調査特別委員会委員の選任について 

日程第１９ 特別委員会の委員長、副委員長の選任結果について 

日程第２０ 議員派遣の件について 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １ 議案第 ５号  熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 

日程第 ２ 議案第 ６号  あさぎり町救護施設あり方検討委員会条例の制定について 

日程第 ３ 議案第 ７号  あさぎり町会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の 

              制定について 

日程第 ４ 議案第 ８号  あさぎり町課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５ 議案第 ９号  令和4年度あさぎり町一般会計補正予算（第2号）について 

日程第 ６ 議案第１０号  令和4年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 

日程第 ７ 議案第１１号  令和4年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第1号）について 

日程第 ８ 議案第１２号  令和4年度あさぎり町水道事業会計補正予算（第1号）について 

日程第 ９ 議案第１３号  令和4年度あさぎり町下水道事業会計補正予算（第1号）について 

日程第１０ 議案第１４号  令和4年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算（第1号）について 

日程第１１ 議案第１５号  令和4年度球磨郡介護認定審査事業特別会計補正予算（第1号）について 

日程第１２ 議案第１６号  旧深田中学校校舎等解体工事請負契約の締結について 

日程第１３ 報告第 ４号  令和3年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第１４ 報告第 ５号  令和3年度事故繰越計算書（一般会計）の報告について 
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日程第１５ 報告第 ６号  令和3年度あさぎり町水道事業特別会計予算繰越計算書の報告について 

日程第１６ 発議第 ４号  食料安全保障予算の新設を求める意見書について 

日程第１７ 広報調査特別委員会委員の辞任について 

日程第１８ 広報調査特別委員会委員の選任について 

日程第１９ 特別委員会の委員長、副委員長の選任結果について 

日程第２０ 議員派遣の件について 

 

 

午前１０時００分 開 会 

 

●議会事務局長（山本 祐二君）  御起立ください。礼。おはようございます。着席ください。 

◎議長（徳永 正道君）  ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達していますのでこれから本日の会議

を開きます。本日の議事日程は御手元に配付のとおりです。 

日程第１ 議案第５号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１、議案第５号、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更についてを議題

とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第５号、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について提案いたします。

提案理由を申し上げます。熊本県市町村総合事務組合規約を変更しようとするときは、地方自治法第２９０

条の規定により、議会の議決を経る必要があるため、提出するものです。詳細につきましては、担当課長よ

り説明申し上げます。どうか御審議の上、可決いただきますようお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟君）  それでは、議案第５号につきまして御説明申し上げます。２ページの規約変更理

由書に記載しておりますとおり、令和４年４月１日から、小国町ほか1か町、公立病院組合が、小国郷公立

病院組合へと名称を変更したものでございます。次に、３ページをお願いいたします。新旧対照表でござい

ますが左側の変更後を御覧ください。別表第１、組合を組織する地方公共団体、次の４ページの別表第２、

組合の共同処理する事務で、小国町ほか１か町、公立病院組合が、小国郷公立病院組合に名称を変更したも

のでございます。１ページをお願いいたします。今回の規約の変更につきましては、構成町村で同文議決を

行うものでございまして、中ほどにあります附則のとおり、この規約は、地方自治法第２８６条第１項の規

定による、熊本県知事の許可のあった日から施行し、この規約による改正後の規約の規定は、令和４年４月

１日から適用するものでございます。以上で説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから、議案第５号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第５号は原案のとおり可決されました。 
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日程第２ 議案第６号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第２、議案第６号、あさぎり町救護施設在り方検討委員会条例の制定について

を議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第６号、あさぎり町救護施設在り方検討委員会条例の制定について提案いたし

ます。提案理由を申し上げます。あさぎり町救護施設の今後の方向性について審議するため、本条例を制定

する必要がある。よって、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるため提出す

るものです。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか、審議の上、可決いただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい、それでは２ページをお願いいたします。あさぎり町救護施設在り方

検討委員会条例につきまして、説明をさせていただきます。まず、第１条では、救護施設の今後の在り方に

関する調査及び審議のために設置することを明記しております。第２条でございますが、所掌業務としまし

て、救護施設の現状と今後の管理運営につきまして、調査研究することと、町長が必要と認める事項につい

ての、事務を行うことを明記しております。第３条では、組織について、委員は１０名以内とし、福祉施設

や福祉行政関係者、学識経験者等で組織することを明記しております。第４条では、委員の任期について、

第５条では、委員長及び、副委員長について、３ページになります。第６条では、会議について、それぞれ

明記をしております。第７条では、意見の聴取について、第８条では、庶務について、生活福祉課で処理す

ることを明記しております。第９条では、定めのないものについて、必要な事項につきましては、委員会に

諮り、定めることとしております。附則でございます。この条例は公布の日から施行することとなっており

ます。以上、あさぎり町救護施設在り方検討委員会条例につきまして説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  １０番です。第３条ですけど、１０名以内をもって組織するというよ

うなことで、（４）番に、総務課長及び福祉課長になっておりますけども、この施設長についてのお考えは

いかがでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい、救護施設の設置を、ということだと思いますけども、救護施設の施

設長のほうが、事務のほうを担当いたしますので、この会議の中には参加するということ。でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  はい。会議に出席するという中で、委員としてですかね、ちょっとそ

こら辺のところ、お願いしたいんですけど。 

◎議長（徳永 正道君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい、救護施設につきましては、所管課が、生活福祉課でございますの

で、課長が委員として出席をするということで、その事務として施設長。はその場に立ち会うということで

ございます。 

◎議長（徳永 正道君）  いいですか。ほかにございませんか。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから、議案第６号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第６号は原案のとおり可決されました。 

日程第３ 議案第７号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第３、議案第７号あさぎり町会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第７号、あさぎり町会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について提案いたします。提案理由を申し上げます。フルタイム会計年度任用職員の退職手当に

関わる規定を追加するため、本条例の一部を改正する必要がある。よって、地方自治法第９６条第１項第１

号の規定により、議会の議決を求めるため提出するものです。詳細につきましては担当課長より説明申し上

げます。どうか、審議の上、可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟君）  議案第７号につきまして御説明いたします。今回の改正につきましては、本町が

加入しています、熊本県市町村総合事務組合が定める、市町村退職手当条例にフルタイム会計年度任用職員

が該当するため、退職手当に係る規定を追加するため関係条例の一部を改正するものでございます。３ペー

ジの新旧対照表を御覧ください。第２条、第１項中、及び期末手当を、点期末手当及び、退職手当に改め、

第１５条の次に、第１５条の２として退職手当に係る規定を加えるものでございます。２ページをお願いい

たします。附則としてこの条例は、公布の日から施行し、令和４年６月１日から適用するとしております。

以上で説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めますこれで質疑を終わります。これから討論を行います討論ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第７号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第７号は原案のとおり可決されました。 

日程第４ 議案第８号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第４、議案第８号、あさぎり町、課設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題とします提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第８号、あさぎり町課設置条例の一部を改正する条例の制定について提案いた

します。提案理由を申し上げます。行政デジタル化を積極的に推進するとともに、国が推進するデジタル化

に対し、迅速な事務及び事業の運営が、簡素かつ効率的に分掌させるため、地方自治法第１５８条第１項に

規定する内部組織の設置及びその分掌する事務を、改正する必要がある。よって、地方自治法第９６条第１

号第１項の規定により、議会の議決を求めるため提出するものです。詳細につきましては担当課長より説明

申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  山内総務課長。 
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●総務課長（山内 悟君）  それでは、議案第８号につきまして御説明いたします。３ページをお願いいたし

ます。新旧対照表により御説明いたします。今回の改正につきましては課の分掌事務を改正するもので、財

政課の分掌事務にあります、行財政改革の推進に関すること。事務事業の評価に関することを一本化し、企

画政策課の事務分掌事務として、行財政改革の推進に関することとし、また、企画政策課にデジタルの推進

に関することを新たに追加するものでございます。２ページをお願いいたします。附則でございます。この

条例は、令和４年７月１日から施行するものでございます。以上で説明終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありません

か。小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、今回の御提案のこの案を検討するに当たりまして、同じ項目と申しま

す同じ部分、昨年の４月施行、先の２月の議会で改正がなされておるわけでございますが、現条例は、その

２月の改正案、前改正案とちょっと申し上げますが、その議論検討の経緯というのは、今回、確認をされて

おられますでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  荒川企画政策課長。 

●企画政策課長（荒川 誠一君）  はい、私のほうから説明させていただきます。内容につきましては、確認

をしたところでございます。今回はですね令和３年度におきまして、公営財団法人日本生産性本部における

ですね、トータルシステムを使いました診断結果によりまして、今回、改正させていただくものでございま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、１点。確認をしておきたいと思います。前回、全協であったかと思い

ますが、デジタル化の推進という項目が新しく追加される中で、今回、７月に着任される。審議監の事業推

進にも資するためというようなそういう趣旨の御説明もあったというふうに理解しております。昨年の、さ

っき言いました２月の議会の会議録、ここに私手元に持っておりますが、ちょっと読ませていただきます。

これは町長の提案理由の説明、前回の改正案です。いろいろちょっとありまして、企画政策課では、デジタ

ル化とローカル５Ｇやふるさと納税など新しい時代の流れをあさぎり町の力にして、稼ぐ、次世代に負担を

かけない、すいません、稼ぐ仕組みづくりをつくり出します。昨年の改正で、企画政策課の業務にですね、

明確に、デジタル化の推進というのは謳われてるんですね。文字にされてないだけで、私どもはそういう理

解でしております。今回新たにデジタル推進を上げる。そのことが云々はともかくとして、それを明確にす

るためということかもしれませんが、これまでの規則の現規則ですね。中にも、逆に明確に、地域情報化の

推進、デジタル化もこれ含まれているものというふうに私は理解してるんですが、こういうことでの私の感

覚ですね。すいませんちょっと表現が悪いんですけど、無意味な、利益の扱いをですね。無意味という表現

ちょっと行き過ぎかもしれませんが、そういう感覚を今回非常に持ちました。その点について、どういうよ

うなお考えでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟君）  はい。今回、デジタル政策審議監を迎えるということでですね、まさに、これは

国を挙げての政策ということでございますので、条例の中にもそこを反映させるということが１番の今回の

改正の内容ということで考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、最後にします。全ての言葉をですね。条例例規に謳っていくっていう

ことであればですよ、もう全てもう網羅していかない。その言葉の意味、条文の意味ですね。こういうこと

ですということを、きちんと公の場で説明してあるんであればですよ。もう既にそこに含まれてるんですよ、



- 106 - 

さっき言いましたように、この場で、デジタル化の推進は企画政策課の仕事ですというふうに、はっきりし

てあるわけですから、そこをまた上げてですね、例規を使うというと非常に職員さんの事務量も膨大になる

し、しょっちゅういろんなちょっとした考え方でですね、扱っていかなければならない。私はそれは行政の

事務執行として非常に非効率的なやり方であって、そういう意味で今回の条例改正ですね。さっき言いまし

た私あんまり意味を、その必要性を感じないんですよ。ですから今申し上げてるんですが、再度お尋ねしま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、小谷議員が言われるようにですね、そういうところはしっかり、御意見をい

ただきたいと思います。ただ今回ここにはっきりと上げさせていただきましたのは、総務省のほうからです

ね、どういう業務を政策審議監にお願いするのかということを提出しなければなりませんでしたので、この

条例の中にしっかりと明文化したほうがいいだろうということで、判断をして、担当の者で準備したものだ

と思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  ほかにございませんか。皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  企画政策課長がですね先ほどトータル診断の結果と言われましたけど

も、それに伴う人事案件についてのお考えはなかったでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  荒川企画政策課長。 

●企画政策課長（荒川 誠一君）  はい、人事の件につきましては、国のほうからですね、派遣されますデジ

タル政策審議監１名が企画財政、企画政策課のほうにですね、配置されるということで、それに伴います人

事等はございません。 

◎議長（徳永 正道君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  はい、分かりました。そうするとですねこの財政課から企画振興課に

ですよ、業務が、移るということは、職員にとってですね、重荷になるんじゃないかなあそんな感じがして

おりますが、その辺のところの職員については、職務分担については、もう計画をお済みでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  荒川企画政策課長。 

●企画政策課長（荒川 誠一君）  はい、職務の分担については、分担をいたしております。また、このトー

タルシステムを導入することによってですね、事務の簡素化等につながりますので、そういったところで今

回、改正をさせていただいたところです。 

◎議長（徳永 正道君）  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、本案についてはですね、課設置条例という性格上から、これは昨年も

申し上げたんですが、そういった性格上行政の執行体制の整備という側面が強いと思いますので、むやみに

ですね議会側が、異議を唱えることは好ましくないと、これも重々承知をしております。しかしながら、で

も、しかしあえて、その点を考慮いたしましても、私は本案につきましては、反対の立場で、討論を申し上

げたいと思います。先ほど言いました。前改正案１年前のですね、その中で整備された状態から今回の改正

案に、変える必要性のですね、それが条例改正を伴うような改正が必要なのか、そういったものに非常に、

疑念を持っております。また、先ほど質疑がちょっとありましたが、本改正案の施行時に、特段の人員配置

の変更も予定しないというような説明が先ほどもございましたが、業務に関しても、あるいは人員に関して

も、特段の変更が、ない状況で、課設置条例を改正をする必要性、重複しますが、その必要性を感じません。
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昨年２月の前回の改正案審議時に、私はこう申しております。何よりもコロナ禍と豪雨災害への対応を最優

先としなければならないこの時期、特にこれからの年度をまたいでの、数か月から半年程度は、住民の皆さ

んが今最も求めているだろう新型コロナウイルスワクチン接種の、早急かつ円滑な実施に向けて、一丸とな

った取組が必要であり、そのための体制強化などに集中すべきであるということを、昨年の改正案の反対討

論で申し上げております。しかし、改正されました総務部門の拡充という、行革の流れに逆行する内容での、

昨年４月の組織体制の変更後の、その結果として、ワクチン接種業務執行現場の職員人員の不足、職員の人

員不足を来しております。そして各課よりの応援体制をとる必要性に迫られました。それは必要なことです

からやむを得ないと思いますが、そしてその結果、他の役場行政全般、本来業務に執行に大きな影響を与え

たと思っております。そのことは、年度途中の残業手当の増額増額が繰り返された。結局、職員に負担がか

かってきたことですね。それだけじゃなくて業務の滞りも一部にあったんじゃないかというような認識を私

しております。組織改正ということに関しまして、昨年の不要不急のタイミングの提案に続きまして、今回

の理由、今回の理由が不明確で曖昧な提案と、２ヶ年続いているというふうに私は今回受け取りました。全

庁的に大きな影響があり、職員のモチベーション低下にも直結しかねない。組織改正が、全体バランスを軽

視したように見える、あるいは、県試案的な発想によって行われようとしているんではないかと。強い危惧

を今回も改めて感じました。組織の改正につきましては、執行権とも密接に関係しておりますが、全体事業

計画や執行体制全般全庁的に、その現状を吟味いただきまして、慎重な検討の上での判断をされるように求

めたいと思いまして、本案の本案につきましては私は反対の立場で、以上討論とさせていただきます。 

◎議長（徳永 正道君）  反対の討論がございましたが、賛成の方の討論はございませんか。ほかに。討論ご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めますこれで討論を終わります。これから、議案第８号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立少数です。したがって議案第８号は原案のとおり否決されました。 

日程第５ 議案第９号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第５、議案第９号、令和４年度あさぎり町一般会計補正予算第２号についてを

議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第９号令和４年度あさぎり町一般会計補正予算第２号について提案いたしま

す。令和４年度あさぎり町の一般会計補正予算第２号は次に定めるところによる。歳入歳出の補正、第１条、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億４,０００飛び９００飛び９,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１１５億、７,８５１万円とするものでございます。詳細につきましては、担当

課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  田中財政課長。 

●財政課長（田中 伸明君）  はい。それでは議案第９号について御説明申し上げます。２ページの続きを読

み上げます。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。第２条、債務負担行為の変更は、第２表債務負担行為補正に

よる。第３条、地方債の変更は第３表地方債補正による。６ページをお願いいたします。第２表債務負担行

為補正です。今回、保育所等整備事業費補助金につきまして、限度額の変更をお願いしております。詳細に

つきましては、担当課より御説明申し上げます。次７ページをお願いいたします。第３表地方債補正です。

児童福祉施設整備事業、道路整備事業、学校施設整備事業につきまして、起債限度額の変更をお願いするも
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のでございます。今回の補正により、３,７６０万円の増額となっております。詳細につきましては、担当

課より御説明申し上げます。次１０ページをお願いいたします。歳入です。財政課所管分につきまして説明

いたします。最上段の目１地方交付税の普通交付税の減額ですが、今回の補正の財源調整によるものでござ

います。財政課所管分につきましては、以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟君）  続きまして総務課所管分を説明申し上げます。１３ページをお願いします。歳出

でございます。まず今回の補正では、給与費について４月の２５日に可決いただきました。一般職、特別職

の給与並びに議員報酬の条例の一部改正により、町長等、特別職、議員並びに一般職、会計年度任用職員の

期末手当の支給率を０．１５月分の引下げ、また再任用職員及び任期付職員は、０.１月分を引き下げる改

定が行われたことになどにより、期末手当の減額と共済費への影響分、また、本年４月１日の一般職の人事

異動による科目間または会計間の組替え、並びに諸手当における支給要件の変動などによる、所要の額を補

正するものでございます。このことから、人件費を計上する全ての科目において、所要額を補正するもので

あり、各科目での説明は省略させていただきます。特別会計においても同様に補正していることから、特別

会計での給与費の各科目での説明は省略させていただきます。それでは、総務課所管分の説明をいたします。

下の枠で目１一般管理費、節１、公用車運転手報酬は、月額算定確認の見直しによりまして増額補正するも

のでございます。次に、１５ページをお願いいたします。５枠目の目２１、庁舎建設費、節８の普通旅費に

つきましては、第２庁舎建設実績設計に伴う県協議等の旅費を、増額補正するものでございます。次に給与

費、給与費明細を御説明申し上げます。３２ページをお願いいたします。まず、特別職でございます。今回

の補正額はそれぞれ、比較の欄に示すとおり町等では、期末手当及び共済費、議員では期末手当を減額する

ものでございます。改定により、期末手当の支給率は、年額、２.５５月から、２.４月となるものでござい

ます。その他の特別職におきましては、新たに生活福祉課のしらがね寮在り方検討委員会委員報酬と、健康

推進課の新型コロナ接種による医師報酬等の増額を行っております。次に一般職の給与費について説明いた

します。次の３３ページをお願いいたします。一般職の会計年度任用職員以外の職員におきましても今回の

給与費補正の総額は、総括の表を比較の欄の額のとおりでございまして、職員手当の内訳は、下表のとおり

でございます。期末手当の改定と本年４月１日の人事異動による科目間、または会計間の組替え、諸手当に

おける支給要件の変動などによる、所要額を補正しております。次に３４ページをお願いいたします。会計

年度任用職員におきましても今回の給与費補正の総額は比較の欄の額のとおりでございまして、職員手当の

内訳は下表のとおりでございます。勤務体制の確保のための増額として教育課学習支援員４名分と健康推進

課、新型コロナワクチン接種の報酬、期末手当の改定と企画政策課のフルタイム会計年度任用職員の退職手

当について給与費を補正しております。次に３５ページをお願いいたします。今回の給与費の補正を事由別

に示す表でございます。職員手当における制度改正に伴う増減分は、期末手当支給率引下げによる減額分の

総額を示すものでございます。次に３６ページをお願いします。このページは、期末手当の支給率を０.１

５月引下げたことから、補正前に改定前補正後に、改定後の、期末勤勉手当の支給率を示しているものでご

ざいます。以上で総務課所管分について説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  荒川企画政策課長。 

●企画政策課長（荒川 誠一君）  それでは企画政策課所管分について説明いたします。１０ページをお願い

いたします。３枠目で、目１総務費国庫補助金、節４地方創生臨時交付金、二酸化炭素排出抑制対策事業費

等補助金ほか、７事業分を計上しております。その下の節７、地域脱炭素移行再エネ推進交付金は、補助率

が４分の４から４分の３に変更になったことにより減額するものです。１１ページをお願いいたします。最

下段の枠で目４雑入、節１雑入の、説明の欄の上から二つ目、国、派遣職員、住居借り上げ負担金は、７月
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に着任されます。デジタル政策審議監の住居を町で借り上げ、その住居の使用料を負担金としていただくも

のです。節に、デジタル基盤改革支援、補助金は、町内のシステムに、人名などを正確に表記させ、文字化

けないよう、システム改修を、する費用の財源となります。次に、１４ページをお願いいたします。歳出で

す。上から４番目の欄で、目７、企画振興費ですが、職員の人件費のみになります。１５ページをお願いい

たします。最上段の欄で、節７報償費、説明の報償費は、町政施行２０周年記念事業で、キャッチフレーズ

とロゴ、男女共同参画事業では、標語の募集を行いますので、それぞれの入賞者の商品代となります。その

下の、講師謝金は、地域活性化の組織づくりと、役割分担などの地域づくりのための、講演会を開催するた

めの費用となります。節１２委託料は、町政施行２０周年事業で、あさぎり町の歌を編曲する費用になりま

す。二つ目の、欄で、目８電子計算費、節１２委託料、説明の電算システム改修委託料ですが、歳入で説明

しましたとおり、システムの改修をする費用になります。その下の業務フロー図、作成研修委託費は、業務

プロセスを、可視化、把握し、評価、管理するための、研修会費用になります。節１３使用料及び賃借料で

すが、説明のソフトウエア、使用料は、業務プロセス管理で使用しますシステムの使用料となります。その

下のペーパーレス会議システム使用料は、新たに農業委員２６名分を追加するものです。最下段の欄で、目

２２、デジタル推進費で、節８につきましては、デジタル政策審議監の本省協議、研修旅費及び、本庁に赴

任されますときの、移転費と旅費になります。節１０需用費は、デジタル推進、会議等の食糧費になります。

その下の節１３、使用料及び賃借料ですが、出張時の、駐車場使用料になります。以上で、企画政策課所管

分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  山口町民課長。 

●町民課長（山口 和久君）  はい。それでは町民課所管分の説明をいたします。まず、歳入です。１０ペー

ジをお願いいたします。３枠目、１段目、目１、節１戸籍住民基本台帳補助金で、説明の個人番号カード交

付事務費補助金は、対象事業費の減額によるものです。次に、歳出になります。１６ページをお願いいたし

ます。２枠目、目１、節１、報償で、報酬で、会計年度任用職員を５月から任用しておりますので、１か月

分を減額するものです。その二つ下、節３職員手当等で、説明の６行目、時間外勤務手当は、令和６年度か

ら戸籍の公益交付への対応としまして、新システム移行への戸籍確認業務のためのものです。二つ下、節８

旅費で費用弁償は、会計年度任用職員の通勤手当不足分を計上しております。２１ページをお願いいたしま

す。１枠目、目３、節１２委託料で、ごみ袋、原材料の高騰によりまして、販売価格の値上げが必要となり

ましたので、臨時交付金を活用しまして、販売価格を据え置くために計上するものです。以上で、町民課所

管分を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  生活福祉課所管分の補正予算について説明をいたします。６ページをお願

いいたします。保育所等整備事業費補助、補助金の債務負担行為補正でございます。まこと保育園園舎の建

て替えに伴う補助金の事前協議により、１５１万９,０００円を増額し、８,３３４万５,０００円とするも

のでございます。７ページをお願いいたします。地方債補正でございますが、番号１、児童福祉施設整備事

業につきまして、起債の限度額を、３０万円増額し、１,７３０万円とするものでございます。１０ページ

をお願いいたします。歳入となります。３枠目、２段目の節２、児童福祉総務費補助金の保育所等整備交付

金は、まこと保育園園舎の建て替えに伴う補助金の国との事前協議に、おきまして増額された交付金のうち、

令和４年度分の増額分を受け入れるものでございます。その下、節３の子育て世帯等臨時特別支援事業費補

助金は、令和４年度におきまして、新たに、住民税均等割非課税世帯となった世帯に対し、１０万円を支給

する事業に対する、事務費と、３５６世帯分の、給付費を受け入れるものでございます。その下、節５、低

所得子育て世帯生活支援特別給付金は、児童扶養手当を支給している世帯、は、県から、その他、低所得、
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子育て世帯へは町から、高校３年生までの児童１人に対し、５万円を支給するもので、町が支給する事業、

事業分の事務費と、２６４人分の給付金を受け入れるものでございます。１１ページをお願いいたします。

４枠目、節１の雑入。説明の子育て世帯等臨時特別支援事業、費補助金精算金は、令和３年度に実施しまし

た当事業の実績によりまして、精算金を受け入れるものでございます。１２ページをお願いいたします。目

２、節４の児童福祉施設整備事業債は、地方債補正で説明しました、増額分を受け入れるものでございます。

１８ページをお願いいたします。歳出となります。１枠目、目７社会福祉費の節１０需用費の修繕料につき

ましては、ヘルシーランドにおいて、不具合がなかなか改善されませんでした。男女浴室に設置してありま

すジェットバス、温泉用ポンプ、空気抜きベント、進入路に設置しております木製の看板、ふれあい福祉セ

ンターの進入路に設置してあります看板を照らす照明の修繕を行うものでございます。その下、節１４の工

事請負費につきましては、ヘルシーランド進入路を照らす街灯照明と、現在、健康教室で利用しております。

エアロバイクが設置してあります部屋の照明につきまして、利用者の安全を確保するため、工事を行うもの

でございます。その下、目８、子育て世帯と臨時特別支援事業費につきましては、新たに、令和４年度にお

いて、住民税均等割非課税世帯へ１０万円を支給する事業の事務費と給付金を計上しております。２枠目、

目１児童福祉総務費の節１８、負担金補助及び交付金は、まこと保育園園舎の建て替え工事において、国と

の事前協議で増額された令和４年度分を、補正するものでございます。その下、節２２償還金利子及び割引

料、２段目、目２、児童手当事務費の節、２２、償還金利子及び割引料は、それぞれの事業において、令和

３年度の実績により、事業費の返還を行うものでございます。１９ページをお願いいたします。１枠目、目

７、低所得子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費は、県が直接支給対象としている世帯以外の、令和４

年度の住民税均等割非課税世帯の児童１人当たり５万円を支給する事業の事務費と給付金となります。２枠

目、目１、救護施設総務費の節１報酬につきましては、救護施設在り方検討委員会の委員報酬となります。

２０ページをお願いいたします。１枠目、節８旅費につきましては、費用弁償は先ほど説明しました在り方

検討委員会の費用弁償として、普通旅費につきましては、社会福祉施設、失礼しました、社会福祉施設、施

設長資格、認定講習にかかります旅費となっております。節１３の使用料及び賃借料、節１８の負担金補助

及び交付金につきましても、社会福祉施設長資格認定講習に係る補正でございます。節１７備品購入費につ

きましては、救護施設、調理室に設置してあります、テーブル型冷蔵庫を不具合により入れ替えるものでご

ざいます。以上、生活福祉課所管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  説明の途中ですが、ここで１０分間休憩をいたします。 

 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時０９分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい。それでは健康推進課所管分を御説明いたします。１０ページをお願

いいたします。歳入です。２枠目の目２衛生費国庫負担金の新型コロナワクチン接種対策費負担金は、歳出

で説明いたします。コロナワクチン接種者数に応じて負担金を受け入れるものです。３枠目の目３衛生費国

庫補助金の新型コロナウイルス接種体制確保、事業費補助金は、補助金も歳出で説明いたします。コロナワ

クチン接種にかかる費用分として、補助を受ける、受け入れるものです。２０ページをお願いいたします。

歳出です。下の枠の目１保健衛生総務費、節１０、需用費の消耗品は、新型コロナ抗原検査キット購入費と

して増額するものです。その下の修繕料は、公共施設の玄関口に設置しております。体温測定カメラの、故

障に対する費用を見込み、増額するものです。２１ページをお願いいたします。目６予防接種事業費、節１
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報酬の会計年度任用職員報酬と医師報酬から、節３職員手当等の時間外勤務手当と会計年度任用職員期末手

当、節４共済費の社会保険料、節１０、需用費の印刷製本費、節１１、役務費の郵送料と、ボランティア派

遣手数料、節１２、委託料の個別接種医療機関委託料から、集団接種医療機関等委託料まで、及び節１３の

使用料及び賃借料のパソコンリース料から照明リース料までの増額は、４回目の新型コロナワクチン接種を

７月から１０月にかけて実施するように計画しております。接種が終わりましたら、残務処理を１２月まで

見込んでおり、それに伴う費用として増額をお願いするものです。現在接種の希望調査中でございますが、

町で把握している、４回目接種対象者は約６０７、失礼いたしました６,７００名で、集団接種として、深

田校区公民館、せきれい館で実施することとしております。対象者は６０歳以上の方と、１８歳以上で、基

礎疾患のある方、３回目の接種から５か月を経過した方となります。２２ページをお願いいたします。節２

２、償還金利子及び割引料ですが、第５期風疹予防接種国庫補助金で、令和３年度の補助金確定により、４

年度の予算で返還するため増額するものです。目７健康づくり推進事業費の節２２償還金利子及び割引料は、

自殺対策事業費補助金で、こちらも令和３年度の補助金確定により、４年度予算で返還するために増額する

ものです。目９保健センター管理費は、免田保健センターに係るもので、節１０需用費の消耗品はカラーマ

ットの購入費として、修繕料は、調理室のレバー式蛇口の交換費用として、節１４の工事費、工事請負費は

ホールの天井線、取替え工事費として、節１７備品購入費は、調理室用の包丁、まな板、殺菌庫の購入費と

して増額するもので、これら全て新型コロナウィルス感染対策のための増額となります。この財源には新型

コロナウイルス感染症対応地方創生交付金を充当することとなります。以上健康推進課所管分の説明を終わ

ります。 

◎議長（徳永 正道君）  髙田農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（髙田 真之君）  はい。農業委員会所管分について説明をいたします。歳入の説明を

行います。１１ページをお願いします。２枠目、１段目、目４農林水産事業費県補助金の節１農業委員会費

補助金について、説明の欄、農地集積集約化対策事業補助金ですが、農業委員へのタブレット導入に必要な

経費の補助金になります。３月補正で、委員２６名中１６名をお願いいたしました。残り、委員１０名分に

なります。次に、歳出について説明いたします。２２ページをお願いいたします。人件費を除く分を説明い

たします。２枠目、最下段、目１農業委員会費の節１７備品購入費は、歳入で説明しました。農業委員１０

名分のタブレットの備品購入費になります。以上で、農業委員会所管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  万江農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗君）  はい。それでは、農林振興課所管分の説明を申し上げます。１１ページ

をお願いいたします。歳入になります。２枠目の枠、目４農林水産事業費県補助金、節２農業費補助金の、

園芸特産事業者緊急支援事業補助金は、新型コロナウイルスの感染拡大などの影響により、園芸特産品の生

産者に対し、高騰する、燃油、肥料、資材におけるコスト低減につながる新たな取組に必要な資機材の導入

を支援し、所得回復に資することを目的とした事業で、補助率３分の１の補助金を受け入れる受け入れるも

のになります。また、最下段の目４雑入における、３番目の環境保全型農業直接支払い交付金返還金は、令

和３年度実施分について、１圃場に一つの取組というのが基本ですが、一部重複が判明したので、地元協議

会から、返還金を受け入れるものとなります。次に、２３ページをお願いいたします。歳出になります。目

４農業振興費、節１８負担金補助及び交付金の園芸特産事業者緊急支援事業補助金は、人吉球磨地域のイチ

ゴ部会の８件の農家において、省エネ機械となるハウス内の循環線や、自動換気装置の導入をされるものに

対する補助金となります。また、目１５、環境保全型農業直接支払い制度事業費節２２償還金利子及び割引

料の環境保全型農業直接支払い交付金返還金は、歳入で説明をいたしました重複した取組に対し、国県を合

わせた４分の３に当たる部分、返還するものとなります。次に、目１６の農地費、節１８の県ため池協議会
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負担金は、町内８か所あるため池の調査を目的として、令和３年度に設置された熊本県、ため池協議会への

負担金ということになります。説明は以上となります。 

◎議長（徳永 正道君）  深水商工観光課長。 

●商工観光課長（深水 昌彦君）  はい、それでは商工観光課所管分について御説明を申し上げます。２４ペ

ージになります歳出です。２枠目、節１８負担金補助及び交付金、説明。新型コロナウイルス感染拡大防止、

飲食店等時短要請協力金負担金、につきましては、本年１月から３月までの県の時短営業要請に応じた町内

の事業所に対する協力金の実績に伴う町負担金となります。商工観光課所管分につきましては以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  酒井建設課長。 

●建設課長（酒井 裕次君）  建設課所管分につきまして説明いたします。１１ページをお願いいたします。

歳入でございますが、１枠目の目４土木費国庫補助金、節２道路橋梁費補助金につきましては、道路改良や

舗装補修、橋梁補修などの道路事業におきまして、補助金の内示があっておりますので、減額の減額となっ

た分を補正するものです。最下段の枠の、目４雑入、節１、雑入の一行目で、公営住宅火災共済機構住宅防

火補助金につきましては、町営住宅の火災報知機の更新費用を歳出で計上してございますが、火災保険を加

入しております当機構の助成金制度を活用しまして補助金として受け入れるものになります。次の１２ペー

ジをお願いします。目５土木債、節１道路橋梁債につきましては、道路事業の補助金が減額となりますので、

財源を確保するために、合併特例債を充てることとしまして、増額とするものです。２５ページをお願いい

たします。歳出でございますが、３枠目の目２道路維持費につきましては、歳入におきまして、補助金及び

起債額の補正に伴いまして、財源更正するものです。次の目３道路新設改良費につきましては、起債の充当

により財源更正するもの。それから、次の、２６ページをお願いします。節１６、公有財産購入費につきま

しては、今井中学校線と、しま田頭川線の道路改良に要する用地取得の費用を追加するものです。次の節２

１、補償補填及び賠償金につきましては、今井中学校線の用地取得におきまして、移転が必要となる動産の

補償分を追加するものです。次の目４、道路改良費につきましては、歳入におきましての補助金及び起債額

の補正に伴いまして、財源、財源更正するものです。次の枠で目１、住宅管理費、節１２、委託料につきま

しては、町営住宅の火災報知機を更新するものでありまして、現在設置しておりますのが、機器本体の交換

目安であります、１０年を経過していますので、３年間で更新することとしまして、今年度におきましては、

住宅１２３戸、を対象としまして４３５台の取替えを行うものとするものです。以上で建設課所管分の説明

を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  鬼塚上下水道課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫君）  はい。それでは上下水道課所管分について御説明いたします。２２ページ

をお願いいたします。歳出です。上の枠、３段目、目１０水道費、節１８負担金補助及び交付金、水道事業

会計補助金につきまして、職員の人事異動により、総務省通知の繰り出し基準に基づく一般会計繰出金の児

童手当分を増額するものでございます。次に、２７ページをお願いします。はい。１枠目目１下水道費、節

１８負担金補助及び交付金、下水道事業会計補助金につきまして、人事異動により、総務省通知の繰り出し

基準に基づく一般会計繰出金の児童手当分につきまして、増額をするものでございます。上下水道課所管分

は以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい。それでは教育課所管分を御説明いたします。１１ページをお願いしま

す。歳入です。１枠目、２段目、目６教育費国庫補助金、節２公立学校情報機器整備費補助金は、ＧＩＧＡ

スクール運営支援センター整備事業、ＧＩＧＡスクールサポーター配置促進事業の補助金の交付内示による

ものです。補助率は２分の１です。３枠目、目１、指定寄附金は、あさぎり町中部ふるさと会からの寄附金
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になります。１２ページをお願いします。１枠目、３段目、目７教育債、節１学校施設整備事業債は、深田

小学校玄関屋根等改修事業と、あさぎり中学校長寿命化改修事業分です。２７ページをお願いします。歳出

になります。３枠目、２段目、目３教育振興費、節８旅費、費用弁償の増額は、ＡＬＴの帰国旅費の燃料費

高騰による不足分。新規ＡＬＴの招致旅費、国内移動旅費２名分等になります。その下、節１１役務費、外

国青年傷害保険料の増額は、新規ＡＬＴの傷害保険料の不足分になります。２８ページをお願いします。１

枠目、節１３使用料及び賃借料の増額は、ソフトウエア使用料で、小中学校でオンライン授業を行う際に必

要な、Ｚｏｏｍアカウントライセンスの使用料です。その下、節１７備品購入費は、同じく、小中学校でオ

ンライン授業を行う際に必要な機材、デジタルビデオカメラ、キャプチャーボード、ワイヤレスマイクなど

を購入し、全学校に配備するものです。２枠目、目１学校管理費、節１２委託料、設計委託料の増額は、各

小学校音楽室空調設置工事設計業務委託です。節１４工事請負費の増額は、免田小学校内部壁補修工事と深

田小学校玄関屋根等改修工事です。節１７備品購入費、図書購入費の増額は、あさぎり町ふるさと中部会か

らいただきました寄附金を、各小学校の図書購入費に充てたものです。その下、節１８負担金及び交付金の

増額は、余剰電力計量器取替え工事負担金で、小学校に設置しております。太陽光発電設備の計量器等の取

替えの負担金です。７年ごとに取替えで、今年度は３校分になります。３枠目、目１学校管理費の節１報酬

から節８旅費までの増額は、中学校に配置する学習支援員４名分の経費です。義務教育、最終学年である中

学３年生は、基礎学力の確実な定着が求められます。新型コロナウイルス感染症の影響を鑑みて、厚い手だ

てが必要なことから、各クラス１名の学習支援を配置するものです。１番下、節１２設計委託料節１２委託

料設計委託料は、あさぎり中学校仮設校舎設計業務委託になります。２９ページをお願いします。１段目、

目１生涯学習総務費、節８旅費、費用弁償の増額は、会計年度任用職員の通勤手当になります。２段目、目

２公民館費、節１０需用費、修繕料の増額は、せきれい館の講堂用アンプ故障による修繕です。節１８負担

金補助金及び交付金、公民分館等施設整備補助金は、公民分館の修繕費等についての補助金です。補助率は

３分の１です。今回対象件数は、５公民分館です。３段目、文化財保護費、節１８負担金及び交付金、文化

財修理費補助金は、勝福寺仁王門防犯設備設置への補助金です。補助率は２分の１です。４段目、目４文化

ホール運営費、節１７備品購入費は、文化ホールのＡＥＤ地代と仮払い機１台の購入費になります。３０ペ

ージをお願いします。２枠目、目１給食センター運営費、節１０需用費、賄い材料費の増額は、物価高騰に

より、給食材料費が値上がりし、栄養価とカロリー基準を満たすメニューの作成が困難になりつつあるため、

食材の値上げによる増額分を計上するものです。全て臨時交付金で対応予定です。以上で教育課所管分の説

明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  以上で終わりましたかな。説明漏れはございませんか。提案理由の説明が終わりま

したので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １１番です。ページは２５ページになろうと思います。道路橋梁費の関

係で、直接この補正予算に関係があるかどうかちょっと分かりませんけど、以前私お尋ねしました町の管理

外にある橋梁においての、ガードパイプの損傷等についての、こういう費目で補修ができるのかどうか。そ

れについて伺いたいと思いますけど。 

◎議長（徳永 正道君）  酒井建設課長。 

●建設課長（酒井 裕次君）  町の管理以外の橋梁の対応ということでございますが、そちらについては現

在、修繕の対応を行ってないという状況でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  現在、我々が目にしますところにも、ガードパイプがおりまがって、コ

ンクリートがですね破損している状況も、見るわけでございまして、もともとこれあさぎり町になって、が、
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他のときか知りしませんけど、そのとき行政が設置したものでございます。損傷して、おり曲がっている状

況でありますので、これでこういう、橋梁費あたりで、補修出来ないのであればどのようなことで補修をす

る。お考えかもちょっと伺いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  酒井建設課長。 

●建設課長（酒井 裕次君）  御質問があるか所はですね、里道に、接続してる分につきましては、里道が町

の管理でございますので、それの関連する部分ということで町で修繕している状況ですが、全くの個人宅地

への進入路という扱いにつきましては、以前の議員からいろいろ御質問があってる部分もありますので、今

年度、今月からですね土地改良区の方と、取扱いを共有するようにしてますので、その中で話していきたい

というふうに考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  今確認している橋梁は里道に接続した、橋梁だと思っております。で、

まあ分からなかった、私がいつか出向いて示したいと思いますんで、ほんなそう里道に接続された橋梁につ

いてのそういう安全対策施設に関する修繕等は、こういう費目でやれるということで、了承していただいて

いいのでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  酒井建設課長。 

●建設課長（酒井 裕次君）  はい、里道につきましてはですね、地域住民の方が利用される道路という認識

でございます。それに関する、橋梁につきましても、危険な部分については対応したいというふうに思いま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  ほかにございませんか。森岡議員。 

○議員（１３番 森岡 勉君）  農林振興課にお尋ねしたいと思います。先ほど２３ページで、農地費の中で

県のため池協議会の負担金の説明をなされました。確か熊本県全体で、１，４００猶予を有するということ

で、前回の資料で見せていただきました。確かに全国で１万５,４００、程度のため池がございますし、う

ち、０.５は、要するに、５００平米以下の面積が９,０００ということで、６割、そういった中で、この所

有の割合が法人並びに個人が約６割、水利組合が１８％、そして行政が１３だったですかね、そういう所有

割になっております。今回こうため協議会で負担金を徴収して、どういった目的でどういった内容までされ

るのかをちょっとお知らせ願いたいと。 

◎議長（徳永 正道君）  万江農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗君）  はい、熊本県内のため池の数が２,３２０か所ほどございます。そのう

ちにですね、既に補助事業等を活用した、劣化状況の調査ですね。というものが防災重点農業用ため池とい

うものがありまして、それが８７３か所というものについては、もう実施がなされているということです。

そのほかのものについては、１,４４２か所となっておりますが、そちらについては補助対象外ということ

になっておりまして、そちらについて、今回ため池協議会と熊本県で設置されたもので、個別に劣化等の調

査をされるということになっているところです。で、あさぎり町内におきましては、一応８か所この対象と

なっている、補助対象外のため池、その他のため池ということでですね。ありますが、ちょっと今お送りい

たしました。深田地区が３か所、これにつきましては所有者があさぎり町ということになっております。そ

れから、岡原地区が２か所、うち１か所が個人の所有と、それから上地区が３か所ありまして、このうち１

か所が個人所有ということになっております。内容につきましては、恐らく、劣化状況の調査ということに

なってくると思いますが、詳細内容については、今後検討され得たものについて、そういった情報が流れて

くるものというふうに理解をしているところです。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 
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○議員（１３番 森岡 勉君）  はい。詳しい説明いただきましたけれども、そういったあさぎり町でも現在

８か所、防災ため池外でされてるということで、状況でございますが、私がお尋ねしたいのは、ため池に関

する事故がここ１０年間で２５０人ほど出とるという話を聞きました。結局それ、何で出たのかと申します

と、そういった防柵設備とか、そういった柵がですね、なされてなかった点が１番多いと。そのうち約２割

が、子供が多いんだろうと思いますけれども遊びに行って落ちて、死亡事故になったという事故につながっ

てるということを聞いております。先ほど課長のほうから説明がされましたこの、現在８か所の施設個人も

含めてですけれども、は、町の所有という、個人もありましたけれども町の所有がほとんどでございます。

特に大きい面積のところ、２,０００平米近くなるところの池になりますと、今子供たちがですね、結構釣

り人が多いんですよ。そういったところに、釣りで入って、防柵施設もないところで事故が起きたときにで

すね、これ町の責任としては、あるんじゃないですか。 

◎議長（徳永 正道君）  万江農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗君）  はい、町内にある、８か所のため池につきましては、今後その劣化状況

も含めたところでですね、調査がなされていくものというふうに思っております。議員御指摘の危険、危険

が生じる。危険というその何か事故が起きないようにということでの対策も含めてですね、そういった調査

の結果を踏まえて、総合的に検討しながらですね、今後進めてまいりたいというふうに考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（１３番 森岡 勉君）  現在ですね。農業用のため池管理、こういった転落防止等の安全対策にとい

うことで、お尋ねしたところですね。こら農水省の管轄ですけれども、農村地域の、防災減災事業、年間４

００億を組んでやるということで、こういったことも対象になると。いうことでお話を聞きましたので、こ

れは、調査結果を待つんでなくても、町の所有ですから、ある程度の所有して管理していただかないと、民

間にそういった一部管理を任されるにしても、やっぱし責任の度合いが違うんじゃないかと思いますので、

そこんとこを十分留意いただいて、進めていただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  万江農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗君）  はい、今貴重な情報もいただきましたので、帰りましてから、早速です

ねその辺のところも調べまして、すぐに対応ができるんであれば、対応をしていきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  ほかにございませんか。溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男君）  ２１ページ、生活福祉課にお尋ねしますが、指定ゴミが今回交付金活用で

９３万計上してあります。で、そこでお尋ねをするわけですが、委託先のあさぎり商社、このごみ袋でどれ

だけの利益を上げてる。把握されてますか。 

◎議長（徳永 正道君）  山口町民課長。 

●町民課長（山口 和久君）  今のところ資料はお持ちしてませんので、お答えが、すいません出来ません。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男君）  令和３年度の決算ももう出来てると思うんですけれどもね。２年度の決算

を見ても、利益だけでですよ、２６３万２,２９３円の利益を出してるんですね。ごみ袋だけで、売上げが

７５２万７,８１０円。私は、今回も変わらんだろうと思うんですね、３年度にしても４年度にしても、こ

の数字っていうのは、あえて交付金を使ってまで、委託費に組んで、商社に、やらないかんのかなと。思う

んですよ。やっぱり委託先の中身をですねやっぱり精査すべきではないのかなと思うんですね。これが商社

になりましたけど、振興社は、町１００％の会社ですからね。町の会社ですよ。ですから、これぐらいの利

益から考えて、これぐらいの資材の高騰の部分は、吸収できるんではないのかなと思うんですね。ましてや、

あさぎり商社の今、すいません、どっち言ったらいいのかふるさと振興社。ここは、税引きの利益が１,１
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４７万６,０００円もあるんですよ。税引きをですよ。それだけ優秀な会社ですよ。言わば、そういうこと

から考えれば、もっとコロナの交付金の使い道っていうのはほかに。町民のためにあるんではないのかな。

ということも、考えられます。そこは考えられませんでしたか。それが１点。それとですね、これだけある

んだったらこのごみ袋というのはもう毎日毎日、使うわけですね。私は、これをですね、現状が、非常に食

品等の値上がりはありますけれども逼迫してますね、困っておられる。世帯。家庭がいっぱいおられる。ご

み袋も直結している。その値上げをとめるための、施策だろうと思うんですけれども、そうであるならば、

ほかのところ、ほかのものがいっぱい値上がりしてるから、コロナの交付金を使って、ごみ袋半額ぐらいに

あさぎりはしますよというぐらいの、英断ができんのかなと私は思うんですよ。どこの家庭も使えます。そ

う思いません。もう少しこの交付金の使い方なり、あるいは委託先の経営内容も十分把握をされて、ごみ袋

の単価を、半分ぐらいにするのはですよ。今度コロナの交付金、使えばいいじゃないですか。私は非常にそ

れぞれの家庭の人達が喜ばれるんじゃないのかなと。思うんですけども、今２点どちらお考えですか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、元のふるさと振興社、今のあさぎり商社の代表取締役をしておりますので、

私のほうからお答えさせていただきますが、確かにですね、利益が上がっております。ごみ袋に関する委託

料の内容のことが私はちょっと把握してませんので、ここで具体的な御返事は出来ませんが、確かに言われ

るとおりですね。利益を上げてる会社ですので、この委託料については今後ですね、また詳細に検討してい

きたいと思います。今回はですね、上がっておりますので、できれば御承認いただいた上で、また今後です

ね、その辺のところは検討して、また今後、値上げが材料費の値上げ等がありましたときには、十分にその

辺を検討したいと思います。それから臨時交付金を使って、ごみ袋の価格を下げる、それも確かに生活応援

につながりますので、その辺については、また今後協議していきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  ほかにございませんか。小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、３点ほどお尋ねをしたいと思います。まず１５ページでございます

が、最上段、の企画振興費の中の、先ほど御説明ありました報償費とか委託料で、２０周年、関連経費とい

うことでございます。その２０周年の記念、記念事業という表現でよろしいのかどうか分かりませんが、全

体的な何てですかね、計画の検討状況あるいは具体的な計画が、どのくらい進んでいるのか。そういうのが

もし、現実にある程度話が、検討状況が進んでるんであれば、お示しをいただければありがたいと思います

今日、分からなければまた後日でも結構なんですが、全体が分からない中でですね、ぽつんぽつんと予算が、

出てくるのはちょっと、私としての、なかなか分かりづらいとこありますので、よろしくお願いしたいと思

います。もう１点が１８ページでございます。下段のほうの児童福祉費の中で、今回補正でございますが保

育所等の整備事業補助金、そもそもこの事業の採択要件の中で、恐らくあるんだろうと思うんですけど、採

択要件の中での、児童福祉法人の財務状況とか、そういったものの確認は、されておられるとは思いますが、

ここでお尋ねしたいのは、収支見込み、またその基礎となる児童の将来見込み、そういった部分にまでです

ね、この採択、民間の法人さんですから、どこまで行政が手を突っ込む。突っ込むというか関わるか微妙な

とこありますが、逆に補助事業で希望を決めていくとですね、そこの、何ていうかな経費負担も含めて、そ

れが、将来の児童数とのミスマッチを起こしたらですね、結果的に非常に大きな影響が出てくる。今児童数

の減少が、もうどうしてもなかなか避けられない状況の中でですね、そこの付近はやっぱり補助事業を個人

を支援するためといえどもですよ。逆に過重な負担を、将来に持たせるようなのがもし見えるんであればで

すよ。というそういう意味でのですね、チェックというか、そういった部分が、今どのようになってるかち

ょっと。確認をさせていただければと思います。もう１点でございます。２８ページでございますが、学校

管理費の中で今回の工事請負費と出てきておりますが、ここでお尋ねしたいのは、そういった形で今、なか
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なかどの施設、学校施設も、老朽化等でいろいろ対応いただいて大変御苦労いただいてるんですが、ここで

お尋ねしたいのは、そういった中で、最近あまり、もう耳にもしなくなったんですが、バリアフリー化とい

うのがもう以前はしょっちゅうやっておりました。公共施設はもうそれが当然当たり前、法律でも制度的に

ですね、きちんと義務づけされている。わけですが、それの法制度上はクリア出来てるかもしれませんが、

学校施設関係で、児童生徒さんの動線、あるいは来客者も含めて、動線、そういった部分で、ちょっと時々

私はまだ、この付近がちょっと不足してるんじゃないかなというないうことを感じることがございます。な

かなか完璧にいかないのは、承知しておりますが、こういった例えば、修繕とかが入るようなケースの時に

ですね、そういう視点でのチェックを、していただいているかと思いますが、もし、その辺がはっきり、不

足しているようであればですよ、そういう、修繕とかいろんな手を、加えるようなケースの時にですね、可

能であれば、対応いただければなと思っております。以上３点、よろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  荒川企画政策課長。 

●企画政策課長（荒川 誠一君）  はい、１点目のですね２０周年記念事業につきましてですけども、今現

在、庁内のですね推進本部会議、役場職員のですけども、これを２回ほど開催しております。日程につきま

して、３点ほどちょっと案がありまして、一応令和５年の５月頃、令和５年の１０月頃、令和６年の２月頃

ということで、日程を、今、上げているところです。委員さんからですね、１番、いいのは、令和５年の１

０月頃が１番いいのではなかろうかということで、基本路線としてはそちらのほうで、進めるんではなかろ

うかと。いうふうに考えております。事業内容につきましては、今、本会議でもですね、どういうことをや

っていくのかですね。詳細を詰めておりますので、はっきりした。ところにつきましては、また、説明をさ

せていただきたいと思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、今小谷議員言われるようにですね、本当にやっぱ全体的なものをお示した上

で、やはり一つ一つの予算を出していくというのは、もうおっしゃるとおりだと思いますので、そういうと

ころでちょっと検討を十分にしないままに、もう一つの流れとしてですね、時間がかかるものから先にそう

いうものを出していったということで御理解いただきまして、また近いうちに、全体像もお示したいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい、保育所等の整備交付金についてでございますけども、これにつきま

しては、国の保育所等整備交付金の要綱、またあさぎり町の保育所等整備事業費補助金、交付要綱等に沿っ

て申請をなされるわけでございますが、園の経営状況等について、国の要綱の中には提出するようにという

ような文言もございませんし、関連する資料等もございません。そういう中ではございますが、県において

は、毎年監査が行われまして、そういう経営状況等までの監査が行われているということと、あさぎり町、

町としましては、この申請を、の協議、整備等における交付金のですね、協議を行う中で、過去２年分と先、

８年分の過去の分については、決算といいますか、実績について、また、その先につきましては、収支の予

測ということでの計画、書のほうの提出を求めております。その中で、今回常任委員会、全員協議会で説明

をさせていただきましたが、資料のほうを御覧、そのときの資料のほうを御覧いただければお分かりになる

と思いますが、事業費についてはかなりですね、精査されて、減額されてる部分もございますし、現在、ま

こと保育園さんにおかれましては、７０名定員でございますが、今後、先ほど議員おっしゃいましたとおり、

少子化というところを、勘案したところで、定数につきましても、改築後は６０名にですね、減らして申請

をするっていうことで私たちと協議をいただいたところでございます。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  山口教育課長。 
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●教育課長（山口 宏子さん）  はい、学校のバリアフリー化につきましては、確かに学校のほうからもです

ね、主に来客の方で、車椅子等で来られることも、あるときの対応として、要望等も出ております。当然整

備もしていかなければというところでありますけれども、やはり今、全ての校舎が老朽化してくる中で、ま

ず、児童の安全確保という、修繕をですね、最優先をしまして、修繕等には取り組んでるところであります。

なので、長寿命化改修までは、そういう、安全優先をしまして、改修を図っていくと、当然その後長寿命化

の改修に、なりましたならば、バリアフリー化も含めて、対応をしていくというところであります。 

◎議長（徳永 正道君）  小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい３点とも、おおむね納得というか了解できる。ところでございます。１

点目は先ほど町長のお話で、そのようにお願いしたいと思います。２点目ちょっとだけ、また申し上げます

と、課長の説明で重要分かるんですが、私が申し上げたかったのは、そこで先ほど、個別の法人さんの名前

で出てきましたけど一般論としてですね、そういう形で、児童福祉施設に限らずですよいろんな、福祉事業

に限らずいろんな事業で補助、事業で施設整備をするときのそのときに、先ほど、繰り返しになりますが、

よかれと思ってこちら当然支援をしていくわけですけど、結果として、どうしてもどうしてもというか、過

大過重な負担を残すような形に、は、やっぱ当事者がですね、やっていこうとされる部分があると思うので、

その付近のそういう目で、やっぱ末端の自治体としてですね直接関わる、そういうの中で対応いただければ

なというそういう意味でございます今、制度上きちんと対応されてるのは重々分かっておりますので、それ

を否定するものでも何でもございませんので、その点はどうぞよろしくお願いしたいと思います。最後の、

小中学校のバリアフリー化の件は今課長おっしゃるとおりで予算の問題等もございますので、なかなか、一

朝一夕にいかないのも承知しております。で、いろんなバリアフリー化に、バリアフリー化に限らずいろん

な修繕等々、大規模改修等で一気に、一気にというかやるケース以外の個別の修繕等もかなりあると思うん

ですね。そういったものの、中の一つとしての、日常のいろんな、学校管理されてる校長先生教頭先生あた

りの目というのがあると思いますがそういう情報の蓄積を、日頃からやっといていただければというふうに

思っております。実は、昨年だったですかね。たしか１年前のこの時期だったんですけど、当初予算終了後

に、この６月の補正予算でぽんと修繕料が出てきたケースがあります。個別のことは申し上げませんが、そ

れはやっぱり調査漏れだったとかそういうことが時々あるものですから、そういうことは、極力、いろんな

業務大変なのは承知しておりますが、そういう事、蓄積を情報蓄積をしておいて緊急性のないものに関して

はですね、そして計画的な対応をいただければというその中の一つに、バリアフリー化も、ぜひ入れていた

だきたいと、入れていただきたいなというのが、先ほど私申し上げた趣旨でございます。よろしくお願いし

ます。答弁は。ありましたらいただきますが特段結構でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  教育課としても、学校と密に連携しまして、そういった情報もいただいてい

るところであります。なかなか、議員おっしゃるとおり、予算の面で、お答え出来ない部分もありますけれ

ども、今後もですね、各小中学校からの情報をいただきながら、教育課でも、連携して取り組んでいきたい

と思います。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課、ないですか。いいですか。他にいいですか。はい。それでは質疑の途

中でございますけれども、ここで休憩をいたします。午後は１時３０分からです。 

 

休憩 午前１１時５９分 

再開 午後 １時３０分 
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◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開します。質疑、ほかにありませんか。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めますこれで質疑を終わります。これから討論を行います討論ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第９号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第９号は原案のとおり可決されました。 

日程第６ 議案第１０号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第６、議案第１０号、令和４年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算第

１号についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１０号、令和４年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算第１号につい

て提案いたします。令和４年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算第１号は次に定めるところによる。

歳入・歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７万９,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０億５,９７６万２千円とするものでございます。詳細につきまし

ては担当課長より説明申し上げます。どうか、審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい。それでは引き続き、朗読させていただきます。第２項から読み上げ

ます。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、第１表歳入歳出予算補正による。歳出予算の流用、第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の

規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり定める。（１）、保

険給付費の各項、計上した予算額に過不足を生じる場合における同一歓内でのこれらの経費の各間の流用。

今回の補正につきましては、人事院勧告に伴う会計年度任用職員の期末手当と共済費の補正をお願いするも

のです。また、同一款での、各項間での流用ができるように、先ほど読み上げました中では、第２条の歳出

予算の流用について、追加をさせていただいております。これは、療養給付費や高額療養費の支出が予想を

はるかに超える場合もあり、予備費を含めても、不足することに備えるため、追加をさせていただきました。

７ページをお願いいたします。歳入です。１番上の枠の目１繰越金の減額は、歳出で御説明いたします。減

額補正に伴う財源調整となります。８ページをお願いいたします。歳出です。１番上の枠の目１一般管理費、

節３職員手当等会計年度任用職員期末手当と、節４共済費の社会保険料の減額は、人事院勧告により減額す

るものです。二つ目の枠の目１特定健診、特定健診健康診査等事業費、節３職員手当等の会計年度任用職員

手当の減額も人事院勧告により減額するものです。節４の共済費の社会保険料は、人事院勧告、勧告により、

期末手当分が減額となりますが、当初予算において計上しておりました、月額共済費が低く計上していたた

め、今回正しい金額で、共済費の計算をし、増額となり、減額増額は、合わせましてた、ところで増額とす

るものです。９ページをお願いいたします。このページは給与費明細を添付しております。１０ページをお

願いいたします。会計年度任用職員の給与につきまして、比較の欄に示すとおり、今回の補正の総額を記載

しております。また、下の表の職員手当の内訳に、手当の比較を載せております。以上説明を終わります。

よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めますこれで討論を終わります。これから議案第１０号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

日程第７ 議案第１１号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第７、議案第１１号、令和４年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算第１号

についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１１号、令和４年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算第１号について提

案いたします。令和４年度あさぎり町の介護保険特別会計補正予算第１号は次に定めるところによる。歳入

歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１５０万飛び３,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億６,４６６万円とするものでございます。詳細につきまして

は、担当課長より説明申し上げます。どうか、審議の上、可決いただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  林高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（林 敬一君）  それでは、議案第１１号について御説明いたします。第２項から読み上げま

す。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、第１表歳入歳出予算補正による。７ページをお願いいたします。今回の補正は、高齢福祉課職員の人事

異動及び、期末手当支給率改正に伴う人件費の補正となります。歳入でございます。目１繰越金、節１繰越

金につきましては、今回の減額補正分を、繰越金で調整しているものでございます。８ページをお願いいた

します。歳出でございます。上段の目１介護認定審査会等費につきましては、介護認定調査を行う会計年度

任用職員３名の人件費、減額補正でございます。下の枠の目１、地域包括支援センター管理費、その下の目

２包括的支援事業費、その下の目４社会保障充実分事業費につきましては、会計年度任用職員２名を含みま

す、包括、地域包括支援センター職員６名の人件費、減額補正となっております。１０ページをお願いいた

します。１０ページから１４ページにかけましては、給与費明細となっておりますので、御覧をいただきた

いと思います。説明は以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めますこれで質疑を終わります。これから討論を行います討論ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めますこれで討論を終わります。これから議案第１１号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

日程第８ 議案第１２号 
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◎議長（徳永 正道君）  日程第８、議案第１２号、令和４年度あさぎり町水道事業会計補正予算第１号につ

いてを議題とします提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１２号、令和４年度あさぎり町水道事業会計補正予算第１号について提案い

たします。第１条令和４年度あさぎり町水道事業会計の補正予算第１号は次に定めるところによる。詳細に

つきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

◎議長（徳永 正道君）  鬼塚上下水道課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫君）  はい。それでは議案第１２号について御説明いたします。まず、２ページ

目の第２条から読み上げさせていただきます。第２条、令和４年度あさぎり町水道事業会計予算第３条に定

めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。収入第１款水道事業収益、補正前の額３億９,３

３８万８,０００円。補正額３４万４,０００円、計３億９,３７３万２,０００円。支出第１款水道事業費用、

補正前の額、３億６,３１６万２,０００円、補正額２６６万３,０００円、計３億６,５８２万５,０００円。

３ページをお願いします。第３条、予算第４条本文括弧書きの全文を資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額９,２４１万３,０００円は、過年度分損益勘定留保資金５,７３４万４,０００円及び当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額、３,５０６万９,０００円で補填するものとするに改め、資本的収入及

び支出の予定額を次のとおり補正する。収入第１款資本的収入、補正前の額４億１,９２３万３,０００円。

補正額５,２５５万３,０００円。計４億７,１７８万６,０００円。支出。第１款資本的支出、補正前の額、

４億９,９５０万８,０００円、補正額６,４６９万１,０００円。計５億６,４１９万９,０００円。第４条、

予算第５条で定めた企業債の限度額を次のとおり補正する。起債の目的、上水道整備事業、補正前の額、２

億５,４７０万円。補正額５,０５０万円、計３億５２０万円。と、４ページをお願いします。第５条。予算

第７条に定めた経費の金額を次のように改める。科目、職員給与費、補正前の額、３,３５３万３,０００円。

補正額、１,１２７万２,０００円。計４,４８０万５,０００円。詳細につきましては、１８ページをお願い

します。補正予算説明書の収益的収入及び支出の収入でございます。１目。受取利息及び配当金、節１預金

利息、節２基金利息につきましては、当初予算で新たに設置した水道事業基金の利息を当初予算では、預金

利息に合わせて計上していたため、今回節に基金利息を設け、預金利息と基金利息を個別に管理するもので

す。２目他会計補助金、節１他会計補助金は、職員の人事異動により、総務省通知の、繰り出し基準に基づ

く一般会計繰入れの児童手当分を増額するものでございます。１９ページをお願いします。支出になります。

２目、配水及び給水費、節５、備消品費につきましては、水道施設管理用携帯電話器の更新になりますが、

現在、４台のいわゆるガラケーを使用しまして、専用のアプリにて、浄水場等の水道施設に異常があった際

の警報を受信しております。またそれとは別に、施設の詳細情報につきましては、ガラケーでは対応してい

ないため、個人所有のスマートフォンに水道施設管理のアプリをインストールして運用を行っております。

スマートフォンへ更新することで、個人携帯の、個人携帯での水道施設管理、システムの運用の改善、併せ

まして、料金プランの変更によりまして、毎月の使用料を削減するものです。２０ページをお願いします。

１目支払い利息及び企業債取扱い諸費、節１企業債利息につきましては、令和３年度借用予定額の償還利息

分を前年度実績により利率を０.５％で算定しておりましたけれども、借用時には０.７％であったため、そ

の差額について、計上しております。２１ページをお願いします。資本的収入及び支出の収入でございます。

１目企業債、節１企業債につきまして、歳出に計上しております。免田地区の重要給水施設配水管布設替に

伴う工事請負費、及び須恵地区の水道施設再編推進事業の工事請負費と管理委託料を計上しておりますが、

その補助残分につきまして、計上をしております。その下、２目国庫補助金、節１、国庫補助金は、生活基

盤耐震化、生活基盤施設耐震化等補助金としまして、免田地区の重要給水施設、配水管整備事業の内示額が
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要望額を上回ったため、その差額について、計上しております。２２ページをお願いします。次に支出でご

ざいます。１目。配水設備整備費、節欄の１番下、節６工事請負費につきましては、免田地区重要給水施設

配水管敷設替におきまして、昨年の概算要望時点での算定額を当初予算に計上しておりましたが、その時点

では、測量設計の成果品がまだ完成しておりませんで、同様施設のメーター単価とメーター単価等概算延長

にて算定をしておりました。成果品が納入されまして、今年度に入り実際の積算を行いましたところ、工事

費に不足が生じたため、増額をしておるところです。２３ページをお願いします。説明欄、最上段の送水管

新設工事は、須恵地区の水道施設再編推進事業の送水管新設工事費におきまして、前のページでも説明いた

しましたが、免田地区の重要給水施設配水管布設替工事と同様に、概算要望額で計上しておりましたので、

同様の理由によりまして、不足の工事費分について補正を行うものです。その下、節７、委託料につきまし

ては、須恵地区の送水ポンプ場建設に当たりまして、建築基準法及び建築士法により、建築士である工事管

理者を定めることとなっておりましたので、今回補正予算を計上いたしまして、適切な工事管理に努めるも

のです。次に９ページをお願いします。令和４年度あさぎり町水道事業、キャッシュフロー計算書でござい

ます。下から２段目、資金増加額、３億６,４６８万９,０００円。資金期末残高につきましては、次の１０

ページをお願いします。はい。資金期末残高につきましては、９億３,１７３万７,０００円となる見込みで

す。１１ページをお願いします。１１ページから１４ページにかけましては、給与明細、給与費明細となっ

ておりますので、御覧いただきたいと思います。１５ページをお願いします。このページから１７ページに

かけましては、令和４年度あさぎり町水道事業予定貸借対照表でございます。このページの１番下の資産合

計、１７ページ、最下段の負債資本合計はともに５１億９,９８１万８７２円の見込みでございます。説明

つきましては以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わりますこれから議案第１２号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

日程第９ 議案第１３号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第９、議案第１３号、令和４年度あさぎり町下水道事業会計補正予算第１号に

ついてを議題とします提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１３号、令和４年度あさぎり町下水道事業会計の補正予算第１号について提

案いたします。第１条令和４年度あさぎり町下水道事業会計の補正予算第１号は次に定めるところによる。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか、審議の上、可決いただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  鬼塚上下水道課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫君）  はい。それでは、議案第１３号について御説明いたします。第２条から読

み上げさせていただきます。第２条、令和４年度あさぎり町下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入

及び支出の予定額を次のとおり補正する。収入第１款下水道事業収益、補正前の額６億２,０７１万６,００
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０円、補正額２４万８,０００円。計６億２,０９６万４,０００円。支出。第１款下水道事業費用、補正前

の額、５億８,１９２万５,０００円。補正額２２５万６,０００円。計５億８,４１８万１,０００円。第３

条、予算第８条に定めた経費の金額を次のように改める。職員給与費、補正前の額２,９７６万５,０００円。

補正額１１４万円、計３,０９０万５,０００円。３ページをお願いします。第４条、予算第９条中、一般会

計からこの会計補助を受ける金額は、３億４５１万２,０００円を、一般会計からこの会計補助を受ける金

額は３億４７６万円に改める。詳細につきましては、１３ページをお願いします。補正予算説明書の収益的

収入及び支出でございます。まず収入項目、他会計補助金、節１突貫下水道突貫下水道他会計補助金につき

ましては、人事異動による、総務省通知の繰り出し基準に基づく一般会計繰出金の児童手当分を増額するも

のです。１４ページをお願いします。目の２段目、３目、簡易排水施設費、節９修繕費につきましては、深

田地区の簡易排水施設につきまして、今年３月に、浄化槽の揚水ポンプの更新を行いましたが、その際に、

浄化槽内の流量調整ポンプ２基と、ブロアについて、不具合が発生いるとの報告を受けまして、浄化槽の機

能維持、維持のために、更新を行うものです。６ページをお願いします。令和４年度あさぎり町下水道事業

キャッシュフロー計算書でございます。下から３行目の資金、資金増加額、２,５１８万６,０００円の減。

１番下の資金期末残高は６,３２２万１,０００円となる見込みでございます。７ページをお願いします。こ

のページから１０ページにかけましては、給与明細、給与費明細となっておりますので、御覧いただきたい

と思います。１１ページをお願いします。令和４年度あさぎり町下水道事業予定貸借対照表でございます。

このページ、下段の資産合計、次、次のページの１番、下の金額、負債資本合計額はともに１０５億９,５

５８万７,２０７円の見込みでございます。説明は以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わりますこれから討論を行います討論ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第１３号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

日程第１０ 議案第１４号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１０、議案第１４号、令和４年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算

第１号についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１４号、令和４年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算第１号につい

て提案いたします。令和４年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算第１号は次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２万４,０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６３万８,０００円とするものでございます。詳細につきましては担当

課長より説明申し上げます。どうか、審議の上、可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  林高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（林 敬一君）  それでは、議案第１４号について御説明いたします。第２項から読み上げま

す。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分、及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出、予算補正による。７ページをお願いいたします。今回の補正予算は、球磨郡障害
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認定審査会事務局職員の期末手当支給率改定に伴う人件費の補正となります。歳入でございます。目１繰越

金、節１繰越金につきましては、今回の減額補正分を、繰越金で調整しているものでございます。８ページ

をお願いいたします。歳出でございます。目１、一般管理費につきましては、障害認定審査会事務局の会計

年度任用職員１名の人件費、減額補正でございます。９ページをお願いいたします。９ページから１０ペー

ジにかけましては、給与費明細となっておりますので、御覧いただきたいと思います。説明は以上でござい

ます。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第１４号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

日程第１１ 議案第１５号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１１、議案第１５号、令和４年度球磨郡介護認定審査事業特別会計補正予算

第１号についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１５号、令和４年度球磨郡介護認定審査事業特別会計補正予算第１号につい

て提案いたします。令和４年度球磨郡介護認定審査事業特別会計補正予算第１号は次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２６万４,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,５９９万１,０００円とするものでございます。詳細につきまして

は担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  林高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（林 敬一君）  それでは、議案第１５号について御説明いたします。第２項から読み上げま

す。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、第１表歳入歳出予算補正による。７ページをお願いいたします。今回の補正予算は、球磨郡介護認定審

査会事務局職員の期末手当支給率改定に伴う人件費の補正となります。歳入でございます。目１繰越金、節

１繰越金につきましては、今回の減額補正分を、繰越金で調整しているものでございます。８ページをお願

いいたします。歳出でございます。目１一般管理費につきましては、介護認定審査会事務局の再任用職員１

名、会計年度任用職員３名の人件費、減額補正でございます。９ページをお願いいたします。９ページから

１４ページにかけましては、給与費明細となっておりますので、御覧いただきたいと思います。説明は以上

でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから、議案第１５号を採決し

ます。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

日程第１２ 議案第１６号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１２、議案第１６号、旧深田中学校校舎等解体工事請負契約の締結について

を議題とします提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１６号、旧深田中学校校舎等解体工事請負契約の締結について提案いたしま

す。提案理由を申し上げます。旧深田中学校校舎等解体工事請負契約の締結について、あさぎり町議会の議

決に付すべき契約及び財産の収得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要があ

る。これが、この議案を提出する理由です。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審

議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  それでは、工事請負契約の内容につきまして御説明いたします。入札につき

ましては、令和４年５月３１日に行いました。詳細につきましては、１、工事名は、旧深田中学校校舎等解

体工事、２、工事内容は、解体撤去工事です。３、工事場所はあさぎり町深田東地内。４、契約金額は８,

６１２万１８８円。５、契約の相手方は、あさぎり町上北２７７番地２５、株式会社勇工務店代表取締役、

緒方正明６、契約の方法は指名競争入札です。工事の概要としましては、旧深田中学校校舎ほか１２施設は、

現在、耐震不足等により、利用されておらず、また、今後も利活用の計画がないため、今回、撤去するもの

です。工期につきましては、契約の日から令和４年１２月２０日までを予定しています。以上で説明を終わ

ります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １点お伺いします。アスベストのことで、全協でお伺いしましたけどア

スベスト調査は済んでるということで、伺っておりますけど、過去にも解体工事途中でアスベストがまた出

てきて、変更をなされて、契約時より、その倍額ぐらいの、実際、費用を要したような事業がございました。

今回の場合もあさぎり、アスベストの調査はされておりますけど、その調査の精度のいかんによりましては、

その後も変更をせざるを得ないような状況が出た場合に、金額等の変更がなされると思いますけど、そうい

うときに、考えられる、再協議条項あたりになるものは、契約書の中に持ってあるのか、それのところはい

かがなもんでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい、旧深田中学校にかかりますアスベスト事前調査は令和３年に実施して

おります。校舎の外装、各部屋ごとの内装等につきまして、図面から書面調査を行い、各部屋ごとの部材を

確認し、サンプリングを採取しまして、部材の分析調査を実施しております。事前調査の分析結果としまし

ては、吹きつけアスベスト等の確認はされておらず、天井材などに使用されてます。石膏ボードの整形版や

防水材などの一部にアスベストが判明しております。分析結果をもとに、解体工事の事前確認を実施しまし

て、解体工事を進めていくところであります。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  設計図書とかサンプリングで調査されているみたいなんですけど、実際

その、解体を始めたときに、業者から、違うところの発見があった場合の変更が、ないとも言えないんで、

それに対する契約の中においていうような再協議条項というのを、する場合はそういう契約の時点において、

明らかにしておかなければないというふうに思うんですけど、その辺についての備えは、契約の中で、体制
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はとっておられているんでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  契約のほうをちょっと確認をしっかり今しておりませんが、今後、解体工事

を進める中で、始める前にそういう部分も確認して、契約したいと思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ということはこの金額が変更ありうるということの裏づけの、今の御答

弁でしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  今出ておりますのが、事前の調査ということで、設計図からの調査というこ

とですので、工事を進めていく中で、そういった部分が、出てくる可能性もあるということになると思いま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  ほかにございませんか。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから、議案第１６号を採決し

ます。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

日程第１３ 報告第４号～日程第１５ 報告第６号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１３、報告第４号、令和３年度、繰越し明許費繰越し計算書、一般会計の報

告についてから日程第１５、報告第６号、令和３年度あさぎり町水道事業特別会計予算繰越し計算書の報告

についてを一括して行います。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  報告第４号から報告第６号まで一括して報告いたします。報告第４号、令和３年度

繰越し明許費繰越し計算書、一般会計の報告につきましては、地方自治法施行令第１４６条第２項に基づき、

報告第５号、令和３年度事故繰越計算書、一般会計の報告につきましては、地方自治法施行令第１５０条第

３項に基づき、報告第６号、令和３年度あさぎり町水道事業特別会計予算繰越し計算書の報告につきまして

は、地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定により、繰越し計算書を調整いたしましたので、同条第

３項に基づき報告いたします。詳細につきましては担当課長より報告いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

◎議長（徳永 正道君）  田中財政課長。 

●財政課長（田中 伸明君）  はい。それではまず、報告第４号について、御報告いたします。令和３年度一

般会計補正予算におきまして、議決いただきました２８件の繰越し事業につきまして、繰越し明許費繰越し

計算書により報告するものでございます。各事業ごとの内容につきましては、これまでの予算審議の中で説

明をしておりますので、省略をさせていただきます。次のページをお願いいたします。合計欄を御覧くださ

い。事業費９億２,５５１万５,８２５円のうち、翌年度繰越し額が９億４９２万８,０００円となっており

ます。なおその財源内訳につきましては、右に記載のとおりでございます。以上で、第４号の報告を終わり

ます。続きまして、報告第５号について、御報告申し上げます。一般会計におきまして、地方自治法第２２

０条第３項の規定により、事故繰越としたものでございます。この事故繰越と申しますのは、年度内に支出
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負担行為をし、避けがたい事故のため、年度内に支出を終わらなかったものについて、翌年度に繰越して使

用するものでございます。今回、農地等災害復旧事業、林道施設災害復旧事業、公共土木施設災害復旧事業

につきまして、右の説明欄に記載のとおり、地権者との調整や、施工業者、資材の調達に時間を要したこと

などの理由によりまして、翌年度への事故繰越となっております。下段の合計欄を御覧ください。令和３年

度、支出負担行為額、１億９,８９８万４,１３９円のうち、支出済額４,５９０万円。支出未済額１億５,３

０８万４,１３９円でございます。この支出未済額に、支出負担行為予定額４,１６２万１,８６１円を加え

た１億９,４７０万６,０００円が翌年度の事故繰越となっております。なおその財源内訳につきましては、

右に記載のとおりでございます。以上で報告第５号について、報告を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  鬼塚上下水道課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫君）  はい。それでは報告第６号について報告をさせていただきます。１款、水

道事業費用、１項営業費用、事業名、浄水、配水設備等修繕事業、岡原第２浄水場ＵＦ膜新品交換修繕、翌

年度繰越し額、５２５万８,０００円。財源内訳につきましては、給水収益等となっております。こちらに

つきましては、岡原第２浄水場の浄化装置でありますＵＦ膜について、令和３年１１月に修繕契約を締結し

まして、年度内に完了予定でありましたが、ＵＦ膜の製造元におきまして、コロナ禍後の受注量が急増し、

生産ラインの変更等により対応を行っておりましたが、設備設計上のトラブルや資材調達困難などの理由に

より、年度内の納品が出来ない状況となったため、繰越しをしたものです。報告は以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  報告が終わりました。それぞれについて質疑ありませんか。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めますこれで報告を終わります。 

日程第１６ 発議第４号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１６、発議第４号、食料安全保障予算の新設を求める意見書についてを議題

とします。本案について提出者の趣旨説明を求めます。永井総務建設経済委員長。 

○議員（９番 永井 英治君）  発議第４号、令和４年６月１０日、あさぎり町議会議長德永正道様。提出

者、あさぎり町議会総務建設経済常任委員会委員長永井英治。食料安全保障予算新設を求める意見書につい

て。上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１０条第３項の規定により提出をいたします。提出理由。あさ

ぎり町を含む多くの地方農村は、担い手不足等の生産現場の厳しさを増し、安定生産に支障を来しかねない

状況になっているほか、輸入食料品等の相次ぐ値上げや、コロナ禍による物流の混乱など、食料や資材の多

くを海外に依存する我が国の食料の安定供給について、そのリスクが現実のものとなりつつある。深刻化す

るウクライナ情勢もあり、今後、世界的な食料や、資源の争奪等がさらに激化することが見込まれる中、そ

のリスクはさらに拡大していく恐れがあり、今まさに、将来を見据えた、食料安全保障の強化が求められる。

こうした中、持続可能な農業農村づくりや、将来にわたる食料の安定供給の確保等に向け、既存の予算とは

別に、食料安全保障予算の緊急継続的確保を求めるために提出するものであります。以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  趣旨説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから発議第４号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって、発議第４号は原案のとおり可決されました。 

日程第１７ 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１７、広報調査特別委員会委員の辞任についてを議題とします。５月２４日

に、溝口峰男委員。６月１日に、山口和幸委員。小出高明委員。岩本恭典委員が、各常任委員会の申合せに

より、広報調査特別委員を辞任したいとの申出があります。お諮りします。本件は申出のとおり辞任を許可

することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  異議なしと認めます。したがって、溝口峰男委員、山口和幸委員。小出高明委員、

岩本恭典委員の広報調査特別委員の辞任を許可することに決定しました。 

日程第１８ 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１８、広報調査特別委員会委員の選任についてを議題とします。広報調査特

別委員会委員に４人の欠員が生じましたので新しい委員の選任を行います。お諮りします。新しい委員につ

いては、委員会条例第８条第４項の規定によって御手元に、お配りいたしました名簿のとおり、加賀山瑞津

子議員。橋本誠議員。皆越てる子議員。小見田和行議員を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  異議なしと認めます。したがって、新委員として加賀山瑞津子議員、橋本誠議員、

皆越てる子議員、小見田和行議員を選任することに決定しました。広報調査特別委員会開催のため、暫時休

憩いたします。 

 

休憩 午後２時２１分 

再開 午後２時２８分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

日程第１９ 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１９、特別委員会の委員長。副委員長の選任結果についてを議題とします。

広報調査特別委員会の代表者に報告願います。小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  それでは広報委員会より、結果の御報告を申し上げます。ただいま休憩中に

委員会を開催いたしました。年長議員であります、皆越議員のほうで臨時委員長ということで、委員長選任

を行っていただきました。その中で指名推選ということでございましたが、１番議員経歴の浅い、私、小谷

が委員長に選任をされました。引き続き副委員長に、副委員長の選任に入りましたが、委員長指名によりま

して、前回からの継続の委員でございます、難波議員に副委員長をお願いをすることになりました。以上、

広報委員会よりの御報告といたします。 

日程第２０ 

◎議長（徳永 正道君）  日程第２０、議員派遣の件についてを議題とします。お諮りします。御手元に配付

しました文書のとおり、議員の派遣を行いたいと思いますが御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  異議なしと認めます。したがって議員を派遣することに決定しました。お諮りしま

す。議員派遣の場所、期日等について変更が生じた場合は、議長に一任願いたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（徳永 正道君）  異議なしと認めます。したがって、議員派遣の場所、期日等について変更が生じた

場合は議長に一任することに決定いたしました。 

◎議長（徳永 正道君）  お諮りします。本定例日の会議で、議決の結果生じた条項字句、数字、その他の整

理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  異議なしと認めます。したがって条項字句数字その他の整理を議長に委任すること

に決定しました。以上で本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。令和４年度あさぎり町議会第２

回会議を閉会いたします。 

●議会事務局長（山本 祐二君）  御起立ください。礼。 

 

 

午後２時３０分  閉 会 
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